
資料５

新たな四国圏広域地方計画に係る市町村からの

計画提案への対応について（案）

いただいた計画提案については、その詳細について、別添「新たな四国

圏広域地方計画に係る計画提案の整理について」に記載しているところで

あるが、９件全件について、当該計画提案に係る全部又は一部を実現する

こととなる新たな四国圏広域地方計画を作成することとする。



新
た

な
四

国
圏

広
域

地
方

計
画

に
係

る
計

画
提

案
の

整
理

に
つ

い
て

（
案

）



中
間

整
理

頁
P

T
N

o
.

関
連

箇
所

徳
島

県
海

陽
町

1
鉄

道
の

利
用

促
進

に
関

す
る

施
策

を
盛

り
込

む
こ

と
。

四
国

内
を

周
遊

す
る

鉄
道

ル
ー

ト
に

つ
い

て
計

画
に

記
載

。
3
2

広
域

観
光

ル
ー

ト
の

設
定

や
、

受
け

入
れ

環
境

の
整

備
に

よ
る

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

観
光

の
促

進

3
6

3

自
転

車
・
ア

ー
ト

・
八

十
八

景
を

中
心

と
し

た
「
視

国
」
観

光
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

１
）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

目
的

・
コ

ン
セ

プ
ト

3
9

第
１

章
 他

圏
域

と
の

連
携

徳
島

県
鳴

門
市

2
道

の
駅

に
関

す
る

取
組

を
重

点
的

に
推

進
す

る
こ

と
2
8

「
第

4
章

　
中

山
間

地
域

・
半

島
部

・
島

し
ょ

部
等

や
都

市
間

が
補

完
し

あ
い

活
力

あ
ふ

れ
る

四
国

」
の

第
3

節
に

関
す

る
事

項

今
や

道
の

駅
は

地
方

創
生

の
拠

点
施

設
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

、
鳴

門
市

に
お

い
て

は
道

の
駅

が
1
箇

所
存

在
す

る
が

、
市

内
の

農
水

産
業

振
興

の
活

性
化

や
、

交
流

人
口

増
加

の
観

点
か

ら
、

道
の

駅
新

規
設

置
を

検
討

し
た

い
と

考
え

て
い

る
。

そ
こ

で
道

の
駅

新
規

設
置

の
促

進
に

つ
い

て
よ

り
支

援
を

い
た

だ
き

、
四

国
で

道
の

駅
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

築
い

て
い

け
る

よ
う

お
願

い
を

し
た

い
。

第
３

部
第

４
章

第
２

節
３

）
（
基

幹
集

落
に

暮
ら

し
の

安
心

を
支

え
る

複
数

の
生

活
サ

ー
ビ

ス
や

地
域

活
動

の
場

を
集

め
た

「
小

さ
な

拠
点

」
を

核
と

し
、

中
山

間
地

域
・
半

島
部

・
島

し
ょ

部
等

の
維

持
・
活

性
化

を
図

る
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

の
推

進
）
に

主
旨

を
反

映
。

3
四

国
新

幹
線

整
備

に
関

す
る

取
り

組
み

を
推

進
す

る
こ

と
2
9

「
第

5
章

　
歴

史
・
文

化
、

風
土

を
活

か
し

た
個

性
あ

る
地

域
づ

く
り

を
進

め
、

人
を

ひ
き

つ
け

る
四

国
」
の

第
3
節

に
関

す
る

事
項

四
国

に
新

幹
線

が
整

備
さ

れ
る

こ
と

は
、

交
流

人
口

の
増

加
に

よ
り

、
鳴

門
は

も
と

よ
り

、
四

国
全

体
の

地
方

創
生

に
つ

な
が

る
こ

と
だ

と
考

え
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

四
国

新
幹

線
の

整
備

に
つ

い
て

計
画

に
盛

り
込

ん
で

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
て

い
る

。

第
３

部
第

５
章

第
３

節
２

）
（
高

規
格

幹
線

道
路

や
鉄

道
の

高
速

化
等

に
よ

る
広

域
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
強

化
に

よ
り

、
圏

域
内

や
近

隣
の

中
国

圏
・
近

畿
圏

・
九

州
圏

等
と

の
連

携
・
交

流
を

促
進

）
に

趣
旨

を
反

映

4
高

速
道

路
の

利
用

を
促

進
し

た
交

流
人

口
増

加
の

取
り

組
み

推
進

に
つ

い
て

2
9

「
第

5
章

　
歴

史
・
文

化
、

風
土

を
活

か
し

た
個

性
あ

る
地

域
づ

く
り

を
進

め
、

人
を

ひ
き

つ
け

る
四

国
」
の

第
3
節

に
関

す
る

事
項

鳴
門

市
は

、
淡

路
島

と
四

国
を

結
ぶ

大
鳴

門
橋

の
開

通
に

よ
っ

て
、

関
西

と
四

国
を

結
ぶ

結
節

点
と

な
っ

て
い

る
が

、
高

速
料

金
の

割
高

感
か

ら
、

四
国

ま
で

足
を

伸
ば

し
て

く
れ

な
い

ケ
ー

ス
も

あ
る

。
そ

こ
で

関
西

か
ら

の
四

国
へ

の
観

光
客

増
加

の
た

め
に

、
高

速
道

路
の

利
用

促
進

に
つ

い
て

計
画

へ
反

映
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

第
３

部
第

５
章

第
３

節
２

）
（
高

規
格

幹
線

道
路

や
鉄

道
の

高
速

化
等

に
よ

る
広

域
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
強

化
に

よ
り

、
圏

域
内

や
近

隣
の

中
国

圏
・
近

畿
圏

・
九

州
圏

等
と

の
連

携
・
交

流
を

促
進

）
に

主
旨

を
反

映
。

5
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ツ

ー
リ

ズ
ム

を
利

用
し

た
交

流
人

口
増

加
の

取
り

組
み

推
進

に
つ

い
て

3
6

「
第

4
部

広
域

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

N
o
.３

「
自

転
車

・
ア

ー
ト

・
八

十
八

景
を

中
心

と
し

た
「
視

国
」
観

光
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
に

関
す

る
事

項

四
国

で
は

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ツ
ー

リ
ズ

ム
が

盛
ん

に
な

っ
て

き
て

お
り

、
鳴

門
市

で
も

そ
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
自

転
車

道
の

整
備

や
大

鳴
門

橋
の

自
転

車
通

行
可

能
化

な
ど

に
つ

い
て

検
討

を
お

願
い

し
た

い
。

第
４

部
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
N

o
.3

（
美

し
い

自
然

と
お

も
て

な
し

の
心

に
よ

る
「
視

国
」
観

光
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
に

主
旨

を
反

映
。

提
案

№
計

画
提

案
の

内
容

（
計

画
に

記
載

す
べ

き
文

章
案

）

新
た

な
四

国
圏

広
域

地
方

計
画

に
対

す
る

計
画

提
案

計
画

提
案

の
対

処
方

針

第
３

部
第

５
章

第
３

節
４

）
（
広

域
観

光
周

遊
ル

ー
ト

の
設

定
や

、
受

入
環

境
の

整
備

に
よ

る
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
観

光
の

促
進

）
及

び
第

４
部

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

N
o
.3

（
美

し
い

自
然

と
お

も
て

な
し

の
心

に
よ

る
「
視

国
」
観

光
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
に

主
旨

を
反

映
。

海
陽

町
に

お
い

て
は

、
鉄

道
の

利
用

促
進

策
と

し
て

、
広

域
的

な
観

光
ル

ー
ト

の
提

示
を

し
て

い
く
こ

と
を

考
え

て
い

る
。

特
に

四
国

内
を

周
遊

す
る

ル
ー

ト
の

プ
ラ

ン
づ

く
り

や
ツ

ア
ー

造
成

の
検

討
を

行
う

予
定

で
あ

る
。

阿
佐

東
線

や
ご

め
ん

奈
半

利
線

に
つ

い
て

は
、

行
き

止
ま

り
感

を
も

た
れ

て
い

る
が

、
公

共
交

通
で

あ
る

路
線

バ
ス

と
の

組
合

せ
に

よ
り

課
題

解
決

が
図

ら
れ

る
。

観
光

客
の

目
線

で
の

取
り

組
み

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

こ
の

計
画

の
中

で
重

点
的

に
推

進
さ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

広
域

観
光

周
遊

ル
ー

ト
の

周
知

や
利

用
効

果
が

高
ま

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

計
画

提
案

の
理

由

中
間

整
理

又
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(P
T
)

検
討

資
料

に
お

け
る

関
連

箇
所

都
府

県
名

市
町

村
名

1



中
間

整
理

頁
P

T
N

o
.

関
連

箇
所

香
川

県
高

松
市

6
四

国
の

新
幹

線
の

整
備

に
つ

い
て

3
1

-

２
）
高

規
格

幹
線

道
路

や
鉄

道
の

高
速

化
等

に
よ

る
広

域
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
強

化
に

よ
り

、
圏

域
内

や
近

隣
の

中
国

圏
・
近

畿
圏

・
九

州
圏

等
と

の
連

携
・
交

流
を

促
進

四
国

の
新

幹
線

の
整

備
に

つ
い

て
、

未
反

映
の

状
態

に
な

っ
て

い
る

。
こ

れ
ま

で
、

四
国

各
県

、
四

経
連

で
は

四
国

の
新

幹
線

導
入

に
向

け
、

整
備

計
画

格
上

げ
に

つ
い

て
、

国
へ

要
望

し
て

い
る

。
市

と
し

て
も

、
圏

域
内

に
お

け
る

高
速

交
通

体
系

と
と

も
に

、
他

圏
域

、
大

都
市

圏
と

を
結

ぶ
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

不
可

欠
で

あ
り

、
人

口
減

少
が

進
む

中
、

交
流

人
口

の
拡

大
に

よ
り

観
光

振
興

を
図

る
た

め
に

も
、

新
幹

線
の

整
備

は
欠

か
せ

な
い

と
考

え
る

。

第
３

部
第

５
章

第
３

節
２

）
（
高

規
格

幹
線

道
路

や
鉄

道
の

高
速

化
等

に
よ

る
広

域
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

、
強

化
に

よ
り

、
圏

域
内

や
近

隣
の

中
国

圏
・
近

畿
圏

・
九

州
圏

等
と

の
連

携
・
交

流
を

促
進

）
に

趣
旨

を
反

映

愛
媛

県
東

温
市

7

四
国

圏
に

お
け

る
地

域
活

性
化

や
大

規
模

災
害

等
へ

の
迅

速
な

対
応

の
た

め
、

ス
マ

ー
ト

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

（
以

下
、

「
ス

マ
ー

ト
IC

」
と

い
う

。
)の

整
備

を
重

点
的

に
推

進
す

る
こ

と
。

P
.1

4
P

.2
5

P
.3

3
P

.3
8

P
T

N
o
.1

N
o
.5

「
防

災
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

（
１

）
～

（
２

）
に

関
す

る
事

項
「
産

業
競

争
力

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

（
１

）
に

関
す

る
事

項

　
東

温
市

に
お

い
て

は
、

既
存

企
業

の
振

興
と

企
業

誘
致

に
よ

る
地

域
経

済
の

活
性

化
を

図
り

、
地

域
の

発
展

を
目

指
す

た
め

、
ス

マ
ー

ト
IC

の
整

備
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

る
。

　
ま

た
、

本
市

に
は

、
基

幹
的

な
総

合
病

院
や

陸
上

自
衛

隊
松

山
駐

屯
地

が
立

地
し

、
さ

ら
に

は
平

成
2
9
年

度
に

愛
媛

県
警

察
機

動
隊

庁
舎

が
完

成
予

定
と

な
っ

て
お

り
、

ス
マ

ー
ト

IC
の

整
備

は
、

救
急

医
療

施
設

へ
の

救
急

搬
送

、
大

規
模

災
害

に
お

け
る

自
衛

隊
、

県
警

等
の

迅
速

な
派

遣
・
初

動
活

動
な

ど
、

広
域

的
な

救
命

・
救

急
医

療
や

防
災

力
の

向
上

に
つ

な
が

る
。

　
こ

う
し

た
ス

マ
ー

ト
IC

整
備

の
取

組
が

四
国

圏
広

域
で

重
点

的
に

推
進

さ
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
産

業
・
経

済
活

動
の

活
性

化
や

広
域

観
光

・
交

流
の

促
進

、
救

命
・
救

急
医

療
や

防
災

力
向

上
の

効
果

が
高

ま
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

第
４

部
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
N

o
.1

（
南

海
ト

ラ
フ

地
震

を
は

じ
め

と
す

る
大

規
模

自
然

災
害

等
へ

の
「
支

国
」
防

災
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
及

び
N

o
.5

（
地

域
の

自
立

的
・
持

続
的

発
展

に
向

け
た

「
資

国
」
産

業
競

争
力

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
に

主
旨

を
反

映
。

愛
媛

県
今

治
市

8
サ

イ
ク

リ
ン

グ
に

関
す

る
取

組
を

重
点

的
に

推
進

す
る

こ
と

3
6

3

「
自

転
車

・
ア

ー
ト

・
八

十
八

景
を

中
心

と
し

た
「
視

国
」
観

光
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

取
組

に
関

す
る

事
項

今
治

市
に

お
い

て
は

、
多

く
の

来
訪

サ
イ

ク
リ

ス
ト

の
受

入
環

境
の

整
備

が
喫

緊
の

課
題

と
な

っ
て

お
り

、
地

域
再

生
計

画
に

基
づ

き
瀬

戸
内

し
ま

な
み

海
道

沿
線

地
域

に
お

け
る

サ
イ

ク
リ

ス
ト

の
受

入
れ

機
能

を
高

め
る

た
め

の
拠

点
で

あ
る

サ
ン

ラ
イ

ズ
糸

山
の

駐
車

場
、

駐
輪

庫
、

そ
の

他
施

設
の

段
階

的
な

拡
張

工
事

や
環

境
整

備
、

ま
た

重
点

「
道

の
駅

」
に

お
け

る
外

国
人

サ
イ

ク
リ

ス
ト

に
も

対
応

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

へ
の

誘
客

促
進

の
効

果
が

期
待

で
き

る
。

第
４

部
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
N

o
.3

（
美

し
い

自
然

と
お

も
て

な
し

の
心

に
よ

る
「
視

国
」
観

光
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
に

主
旨

を
反

映
。

計
画

提
案

の
理

由
計

画
提

案
の

対
処

方
針

新
た

な
四

国
圏

広
域

地
方

計
画

に
対

す
る

計
画

提
案

都
府

県
名

市
町

村
名

提
案

№
計

画
提

案
の

内
容

（
計

画
に

記
載

す
べ

き
文

章
案

）

中
間

整
理

又
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(P
T
)

検
討

資
料

に
お

け
る

関
連

箇
所 2
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県
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山
町
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○
ア

ウ
ト

ド
ア

の
里

づ
く
り

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
Ｈ

２
７

年
度

～
２

９
年

度
　 ①

施
設

整
備

計
画

　
１

）
ア

ウ
ト

ド
ア

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

（
仮

称
）

　
２

）
宿

泊
・
飲

食
・
研

修
機

能
施

設
整

備
　

３
）
キ

ャ
ン

プ
機

能
施

設
②

施
設

機
能

　
・
川

、
山

等
で

の
ア

ウ
ト

ド
ア

体
験

機
能

　
・
自

然
等

の
体

験
情

報
発

信
　

・
小

、
中

、
高

校
等

教
育

面
で

の
体

験
活

動
受

入
　

・
企

業
、

団
体

に
よ

る
研

修

　
※

近
隣

町
村

と
連

携
し

た
ア

ウ
ト

ド
ア

体
験

・
情

報
機

　
　

能
の

整
備

。

X
X

X
X

「
観

光
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

観
光

振
興

地
地

域
活

性
化

に
関

す
る

事
項

（
現

況
・
課

題
）

　
自

然
を

活
か

し
た

交
流

人
口

の
拡

大
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

吉
野

川
の

豊
富

な
水

量
で

国
体

競
技

カ
ヌ

ー
場

と
し

て
の

活
用

や
初

心
者

カ
ヌ

ー
愛

好
者

の
利

用
、

小
学

生
な

ど
の

団
体

に
よ

る
ラ

フ
テ

ィ
ン

グ
体

験
な

ど
河

川
を

活
用

し
た

新
た

な
体

験
活

動
も

増
加

し
て

い
る

。
山

岳
資

源
を

活
か

し
た

登
山

コ
ー

ス
づ

く
り

や
森

林
で

の
案

内
ガ

イ
ド

育
成

に
よ

る
受

け
入

れ
づ

く
り

な
ど

自
然

を
活

か
し

た
体

験
交

流
を

進
め

て
き

た
。

　
関

西
圏

・
県

内
小

学
校

、
企

業
に

よ
る

ラ
フ

テ
ィ

ン
グ

体
験

、
カ

ヌ
ー

で
は

競
技

大
会

の
定

期
的

開
催

な
ど

、
一

定
の

受
け

入
れ

進
め

ら
れ

て
き

た
が

、
受

け
入

れ
が

イ
ベ

ン
ト

的
な

対
応

し
か

な
い

た
め

、
平

日
の

体
験

申
し

込
み

な
ど

受
け

入
れ

が
で

き
な

い
状

況
で

あ
る

。
近

年
の

山
岳

ブ
ー

ム
に

よ
る

登
山

へ
の

ニ
ー

ズ
も

あ
る

が
、

通
年

を
通

し
て

の
受

け
入

れ
態

勢
が

確
立

で
き

て
い

な
い

。
（
取

り
組

み
概

要
）

　
四

国
の

中
央

に
位

置
し

、
高

速
道

か
ら

の
ア

ク
セ

ス
も

良
く
、

高
知

県
の

ア
ウ

ト
ド

ア
の

拠
点

と
し

て
四

国
内

・
外

か
ら

の
ア

ウ
ト

ド
ア

交
流

人
口

の
拡

大
を

図
る

。
ア

ウ
ト

ド
ア

会
社

と
連

携
し

て
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
窓

口
の

確
立

と
情

報
発

信
に

よ
る

ア
ウ

ト
ド

ア
拠

点
づ

く
り

を
行

う
。

受
入

体
制

を
確

立
、

イ
ベ

ン
ト

的
対

応
か

ら
常

設
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

窓
口

に
よ

る
、

通
年

ア
ウ

ト
ド

ア
体

験
活

動
に

よ
る

交
流

人
口

の
拡

大
を

推
進

。

第
４

部
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
N

o
.3

（
美

し
い

自
然

と
お

も
て

な
し

の
心

に
よ

る
「
視

国
」
観

光
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
に

主
旨

を
反

映
。

都
府

県
名

市
町

村
名

提
案

№
計

画
提

案
の

内
容

（
計

画
に

記
載

す
べ

き
文

章
案

）

中
間

整
理

又
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(P
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)

検
討

資
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に
お

け
る

関
連

箇
所

計
画

提
案

の
理

由
計

画
提

案
の

対
処
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針

新
た

な
四

国
圏

広
域

地
方

計
画

に
対

す
る

計
画

提
案
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